
　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
今
や
１
つ
の
ス
キ

ル
だ
け
で
一
生
食
べ
て
い
け
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
き
た
。
技
術
の
進
歩
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、

知
識
や
経
験
を
増
や
し
続
け
る
努
力
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
キ
ヤ
ノ
ン
は
、
個
人
が

組
織
に
し
っ
か
り
と
貢
献
し
な
が
ら
定
年
ま
で
働
け

る
よ
う
「
実
力
終
身
雇
用
」
を
標
榜
し
て
い
る
。
社

員
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ル
に
加
え
、

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
新
た
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
、「
変
身
」
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
１

０
０
年
、
２
０
０
年
続
く
企
業
を
目
指
す
キ
ヤ
ノ
ン

の
中
で
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
の
行
動
指
針

　

キ
ヤ
ノ
ン
は
創
業
当
初
か
ら
、「
三
自
の
精
神
」

を
行
動
指
針
の
１
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
三
自
と
は
、

何
事
に
も
自
ら
進
ん
で
積
極
的
に
行
う
「
自
発
」、

自
分
自
身
を
管
理
す
る
「
自
治
」、
自
分
が
置
か
れ

て
い
る
立
場
・
役
割
・
状
況
を
よ
く
認
識
す
る
「
自

覚
」
の
３
つ
で
あ
り
、
全
て
の
取
り
組
み
の
根
底
に

こ
の
指
針
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
三
自
の
精
神
」
を
行
動
に
落
と
し
込
ん

だ
「
進
取
の
気
性
」
も
大
切
に
し
て
お
り
、
自
ら
が

主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
を
応
援
し
て
い
く
た
め
、
学
び
の
環
境
を
整

備
し
、
従
業
員
の
挑
戦
を
後
押
し
し
て
い
る
。

環
境
の
変
化

　

世
の
中
の
潮
流
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の

普
及
に
伴
い
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
量
が
爆
発
的

に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）の
活
用
に
よ
っ
て
、
製
造
現
場

に
お
け
る
生
産
革
新
が
進
み
、
こ
の
結
果
、
様
々
な

分
野
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

昔
は
製
品
の
メ
カ
設
計
、
例
え
ば
カ
メ
ラ
で
言
う

と
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
が
主
流
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
比
重
が
非
常
に
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
も
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
制
御
す
る
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
か
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

技
術
分
野
も
進
化
し
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
た
。
一
人

の
技
術
者
が
同
じ
仕
事
だ
け
に
従
事
し
続
け
る
、
と

キ
ヤ
ノ
ン
常
務
執
行
役
員

飯いいじ
ま島
克かつみ
己

い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
は
、
今
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
の
現
行
事
業
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ

ラ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
と
い
っ
た
新
規
事
業
へ
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
換
を
進
め
て
い
る
。

C
anon Institute of Softw

are 
Technology

（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）

　

時
代
の
変
遷
や
事
業
構
造
の
変
化
に
合
わ
せ
、
社

員
の
技
術
・
ス
キ
ル
を
変
え
て
い
く
た
め
、
キ
ヤ
ノ

ン
で
は
新
人
教
育
か
ら
、
新
し
い
技
術
の
習
得
や

ス
キ
ル
向
上
を
目
指
す
教
育
機
関
を
作
っ
て
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
代
表
的

な
施
設
が
、C

anon Institute of Softw
are 

T
echnology

（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）で
あ
る
。
新
人
か
ら
、
中

堅
、
ト
ッ
プ
ま
で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
全
体
を

カ
バ
ー
す
る
一
貫
し
た
教
育
体
系
を
確
立
す
る
た
め

に
、
２
０
１
８
年
に
設
立
し
た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
で
は
、「
新
人
・
職
種
転
換
教
育
」「
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
技
術
領
域
拡
大
」「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
育

成
」
と
い
っ
た
階
層
ご
と
に
、
継
続
的
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
促
す
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

人
生
１
０
０
年
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

─ 
キ
ヤ
ノ
ン
の
取
り
組
み
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特集 ポストコロナに向けて、
労使協働で持続的成長に結びつくSociety 5.0の実現

る
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
、
事
業
ニ
ー
ズ
、
技
術
ト

レ
ン
ド
や
最
新
技
術
に
対
応
し
、
新
た
な
知
識
や
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
、
変
化
に
合
わ
せ
て
「
変
身
」
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
研
修
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
技
術
の
源
泉
で

あ
る
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
分
野
や
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
支
え
る
ク
ラ
ウ

ド
、
Ａ
Ｉ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
専
門
技
術
を
学
ぶ

研
修
な
ど
、
14
系
統
、
１
９
０
講
座
を
開
講
し
、
２

０
２
１
年
は
、
４
２
０
０
名
ほ
ど
が
受
講
し
た
。

　

受
講
者
自
身
が
、
上
司
と
話
し
合
い
、
受
講
講
座

を
決
定
す
る
。
本
人
が
自
発
的
に
受
講
を
希
望
し
、

上
司
と
本
人
が
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ス
キ
ル
レ
ベ

ル
を
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の
到
達
す
べ
き
技
術
者

と
し
て
の
ス
キ
ル
目
標
な
ど
を
見
据
え
、
受
講
講
座

を
選
択
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
各
部
門
で
、
専

門
性
を

高
め
る

研
修
と

技
術
領

域
を
拡

大
さ
せ

る
研
修

か
ら
、

社
員
の

レ
ベ
ル

に
合
わ

せ
、
受

講
す
る

研
修
を

選
択
し

て
い
る
。

職
種
転
換
研
修

　

研
修
の
中
に
は
職
種
転
換
研
修
も
あ
り
、５
カ
月
間

従
来
の
業
務
を
離
れ
、
集
中
的
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
ぶ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
開
発
の
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
事
業
環
境

の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、

現
在
の
職
種
か
ら
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
に
「
変

身
」
し
た
い
と
い
う
人
が
、
自
ら
手
を
挙
げ
て
研
修

に
参
加
で
き
る
「
研
修
型
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ

（
研
修
型
社
内
公
募
）」
を
２
０
１
５
年
に
新
設
し
た
。

　

こ
こ
に
も
キ
ヤ
ノ
ン
の
行
動
指
針
で
あ
る
「
三
自

の
精
神
」
が
活
か
さ
れ
る
。
自
分
が
置
か
れ
て
い
る

立
場
・
役
割
・
状
況
を
「
自
覚
」
し
、「
自
発
」
的
に
、

学
ん
で
い
け
る
人
材
こ
そ
が
重
要
と
な
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
設
立
さ
れ
た
２
０
１
８
年
か
ら
こ
れ

ま
で
、
１
４
０
名
ほ
ど
の
従
業
員
が
職
種
転
換
研
修

を
受
講
し
た
。
多
く
は
、
ハ
ー
ド
技
術
者
が
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
知
識
を
身
に
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
経

験
を
活
か
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
ま
た
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
製
造
部
門

の
技
能
者
や
事
務
系
で
入
社
し
た
社
員
も
職
種
転
換

研
修
を
受
講
し
、
開
発
部
門
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
一
例
と
し
て
は
、
カ
メ
ラ
工
場
で
カ
メ
ラ
評
価
を
し

て
い
た
20
代
の
男
性
社
員
は
、
職
種
転
換
研
修
を
経

て
、
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
の
設
計
部
門
で
レ
ン
ズ
製
品
の
制

御
の
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
を
、
プ
リ
ン
タ
ー

工
場
で
プ
リ
ン
タ
ー
の
組
み
立
て
を
し
て
い
た
20
代
の

男
性
社
員
は
、
オ
フ
ィ
ス
プ
リ
ン
タ
ー
製
品
を
制
御
す

る
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
を
、
事
務
系
で
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
の
商
品
企
画
を
し
て
い
た
20

代
の
女
性
社
員
は
、
ア
イ
デ
ア
を
自
ら
実
現
す
る
た
め

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
関
連
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
を

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。各
人
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
技
術
を
新
た

に
習
得
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

　

キ
ヤ
ノ
ン
で
は
、
こ
の
「
職
種
転
換
」
を
一
歩
進
め
、

例
え
ば
、
組
み
込
み
ソ
フ
ト
技
術
者
が
、
最
新
の
ク
ラ

ウ
ド
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
デ
バ
イ
ス
─
ク
ラ
ウ

ド
が
結
び
付
い
た
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
設
計

で
き
る
技
術
者
と
な
る
、
ま
た
画
像
処
理
技
術
者
が
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
学
び
、
よ
り
高
精
度
な
画
像
処
理
が
で

き
る
技
術
者
に
な
る
と
い
っ
た
、
高
度
な
技
術
者
を
育

成
す
る
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
の
１
つ
と
し
て
、
ソ
フ
ト

か
ら
ソ
フ
ト
へ
の
職
種
転
換
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
な
ど
進
歩
が
速
い
技
術
領
域
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
ク
ラ
ウ

ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
連
携
し
、
最
新
の
ク
ラ

ウ
ド
技
術
に
合
わ
せ
、
そ
の
技
術
理
解
と
、
活
用
で

き
る
研
修
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の

活
用
は
、
管
理
職
、
企
画
、
生
産
技
術
な
ど
様
々
な

分
野
に
渡
り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
生
産
性
を
向
上
し
て

い
く
た
め
に
も
、e-learning

な
ど
を
活
用
し
、
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
く
。

　

環
境
の
変
化
や
技
術
の
進
化
、
事
業
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
ク
ラ
ウ
ド
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
重

点
領
域
を
中
心
に
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
／
シ
ラ
バ
ス

の
改
善
拡
充
を
継
続
的
に
進
め
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
加
速
し
て
い
く
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
支
援
し
て
い
く
。

下丸子本社に隣接する
Canon Institute of Software Technology（CIST）
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